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和歌山県・JA・JA和歌山県農・和歌山県果実生産出荷安定協議会
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ゆら早生 極早生（ゆら早生除く）

近年の気象は、干ばつや多雨の発生が頻発し

高品質果実の安定生産が難しくなっています

高品質果実を安定的に生産するにはマルチが有効です
           特に水田転換園や水はけが悪い緩傾斜園地で効果を発揮します。

和歌山県内の20園地で実証試験を実施(令和２年～３年)

8月1日 8月15日 9月1日 9月15日

ゆら早生 40～45 45～53 48～56 -

極早生 34～46 40～53 46～59 -

早生 - 37～49 42～55 48～61

普通 - 32～44 38～51 43～57

8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日

極早生 7.0以上 8.8以上 10.0以上

早生 9.0以上 9.7以上 11.0以上

普通 8.5以上 9.1以上 10.0以上 11.0以上

極早生 3.0以下 1.7以下 1.1以下

早生 2.8以下 1.6以下 1.0以下

普通 3.2以下 2.1以下 1.2以下 1.0以下

糖

酸

「ゆら早生」栽培面積拡大！！ マルチ敷設による品質向上の推進

R2年度 R3年度 R2年度 R3年度 R2年度 R3年度

極早生(n=5) 早生(n=10) 普通(n=5)

和歌山県・JAグループ和歌山は、和歌山で生まれた品種「ゆら早生」

の栽培面積拡大を進めています
「ゆら早生」は、夏秋期が多雨であっても高品質果実を安定生産できる品種特性を持って

います。また、品種特性に合わせた栽培法も確立されてきています。

この品種は、市場評価も年々高くなっており、他の極早生と比べ販売単価が高くなっています。

このことから、和歌山県では「ゆら早生」の栽培面積拡大に取り組んでいます。

近年、他県産「ゆら早生」の生産量が増加しているため、他県に負けない高品質な果実を

生産する必要があります。

※JAクループでは、ゆら早生栽培面積拡大に向け、苗木の確保に取組んでいます。

他の極早生品種に比べ、ゆら早生の単価は約80円高いです（令和４年時点）
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極早生(n=5) 早生(n=10) 普通(n=5)

糖度の推移

販売単価（円/kg）の推移

糖度上昇・着色向上により販売単価上昇

マルチ敷設により糖度上昇

販売単価の向上により、２年～３年程度で資材費の元を取ることが出来ます

・マルチ敷設前と比較し約１度糖度が上昇

・クエン酸含有率は敷設前とほぼ同等の値

430ha

マルチ資材被覆状況
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313ha

令和６年に極早生のうちゆら早生の栽培面積50％以上を目標にしています
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221円

収穫期の「ゆら早生」


